
芦教委第１０号議案 
 
 
 

令和９年度使用芦屋市義務教育諸学校教科用図書の採択について 
 
 
令和９年度使用芦屋市立義務教育諸学校教科用図書を別添のとおり採択します。 

 
 
   令和８年７月２３日提出 
 
 
 
                    芦屋市教育長 野 村  大 祐 
 
 
 
 
提案理由 
 
 令和９年度は、学校教育法附則第９条の規定による教科用図書の採択替えを行なう

ことができる年度にあたるため、別添の選定委員会からの報告を受け、新たに教科用

図書を採択しようとするもの。また、小学校教科用図書及び中学校教科用図書は、令

和８年度使用教科用図書と同一の教科用図書を採択しようとするもの。 
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（様式２）特別支援学級教科用図書  

令和９年度使用教科用図書調査研究報告書 

種 目 調査研究専門員 所 属 

特別支援学級 
教科用図書 

（正） 岡田 浩一 潮見中学校 

（副） 西村 岳三    潮見小学校 

 

総 合 所 見 

兵庫県教育委員会の令和９年度使用修正版「学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書調

査研究資料」の中から、系統的な編集がなされていること・各教科の目標達成に適合していること・児童生徒

の障がいの種別や状態、能力や特性等に応じた内容（絵の大きさ・わかりやすさ・正確さ・題材等）であるこ

と、さらに紙質や装丁及び従来使用してきた経験等々から、総合的に適・否の判断を行なった。 

また、以下の観点で調査研究した。 

① 「内容」について 

② 「障がいの種別や状態等」について 

③ 「紙質・判型・装丁」について 

④ 「文字・色彩」について 

 

 その結果を以下に述べる。 

① の観点について 

・国語、社会、算数・数学、理科、生活、音楽、図工・美術、技術・家庭、保健体育、外国語、 

特別の教科 道徳の各教科の内容に適合している。 

・各教科の主たる教材として各教科の目標達成に適したものである。 

・上学年で使用することになる教科等との関連性を考慮したものである。 

・児童生徒の主体的な活動を促す内容である。 

 

② の観点について 

・集中力に課題の大きい障がいのある児童生徒にとっても、ひきつけられ、理解しやすい文章であり、

児童生徒の意欲を高める魅力的な挿絵がある。 

・知的発達に課題のある児童生徒にも理解しやすく、ねらいがはっきりしたものである。 

・落ち着いて楽しめる構成になっている。 

・基本的な生活習慣を身につけることができるものである。 

・生活経験を広げ、興味・関心を喚起することができる。 

・図鑑、物語、音の出る絵本、写真を中心とした図書等、同一教材においても、児童生徒の状態に応じ

て、さまざまな学習活動が展開できるものである。 

 

③ の観点について 

・開きやすい作りや大きさで、扱いやすい。 

・心地よい手触りやつくりである。 

・破損しにくい。 

・興味・関心の湧く色使いやデザインが施された装丁である。 
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・映像や音で学習効果を高めるつくりになっている。 

・手に取って触るうえでも安全である。 

 

④ の観点について 

・文字が大きく、行間が広い。 

     ・読みやすく、見やすい文字である。 

 ・絵が大きく鮮やかな色彩で、児童生徒の興味・関心を喚起しやすい。 

 ・ピクトグラム（絵文字・絵単語）など、社会生活で必要な絵記号を知る機会がもてる。 

 ・絵や図を理解するうえで、思考の一助とできる。 

 ・語彙の少ない児童生徒の言語理解を育て、表出言語を引き出せるものである。 

 

なお、来年度も弱視児童が市内の小学校に在籍しており、拡大教科書も選択する必要が生じるものと考え

られる。（転入児童生徒もありうる。） 

 

以上の結果により、兵庫県教育委員会から出された「学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図

書調査研究資料」３０１点と拡大教科書を芦屋市義務教育諸学校教科用図書として適と判断した。 

 

特別支援学級で使用する教科書は、障がいの種別や状態、能力や特性等によって様々であるが、以下の順

により使用する教科書を採択するのが妥当と考える。 

 

（１）通常学級で採択された教科書（ただし、障がいの実態によっては下学年本となる） 

（２）特別支援学校用の文部科学省著作本（☆印本） 

（３）別添資料で選択した「学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書」 

 

 ただし、視覚障がいの児童生徒については、実態に応じて拡大教科書を使用することができる。 
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